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次期開催地 ・ 伊仙町にバトンタッチ

龍郷町から応援メッセージの余興

万歳

大和村公民館講座舞踊生徒フィーチャリング村長

第65回奄美群島市町村議員大会　大和村会場

　４月 23 日　令和６年度第 6 ５回奄美群島市町村議員大会が大和村体育館

で盛大に開催されました。 実に 14 年ぶりの大和村開催です。

　この大会は奄美群島の議員が一堂に会し、 それぞれの課題を国 ・ 県に提言

する会です。

大和村は「 大金久～戸円間のトンネルの早期実現 」 を課題とし（ 写真左 ）

総務建設委員長の前田清和議員が説明を行いました。

　一日をかけて大会及び懇親会で、 300 名を超す来場者に、 村議をはじめ、

議員のご家族、 村職員一丸となってお迎えいたしました。

来賓　24 名

（ 衆議院議員 ） 三反園　訓　様、 保岡　宏武　様

（ 県議会議員 ） 永井　章義　様、 禧久　伸一郎　様、

松山　さおり　様、 寿　はじめ　様、 福司山　宣介　様、

元山　寿哉　様、 本田　しずか　様、 宇都　恵子　様

（ 鹿児島県知事 ） 塩田　康一　様

（ 大島支庁 ） 松藤　啓介　様

外、 奄美群島全首長（ 代理を含む ）

大会内では、 各区の議題発表及び県議から

の回答、研修会では「 台湾・日本有事に備え、

戦争を抑止する　」 との題で元陸軍幕僚長　　

岩田　清文氏による講演を聞きました。

　手作りの茶菓子や、 昼食 ・ 懇親会の汁物（ 豚汁 ・ シシ汁 ） 等全て、 村産 ・

島産にこだわって提供しました。

　また、 奄美温泉 大和ハナハナビーチリゾートを視察し、 紹介しました。

　今大会で、 大和村の現状を十分 PR 出来たのではないかと思います。

大会内では、 各区の議題発表及び県議から

の回答、研修会では「 台湾・日本有事に備え、

戦争を抑止する　」 との題で元陸軍幕僚長　　

岩田　清文氏による講演を聞きました。

塩田県知事あいさつ

元陸上幕僚長　岩田　清文氏
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 決 議　　　　～　奄美群島の 15 の目指すもの　～

一、 奄美群島成長戦略ビション 2033 の実現　　一、 ビション 2033 を着実に推進するた

めの奄美群島振興交付金の充実　　一、 地理的 ・ 歴史的 ・ 文化的につながりの深い沖縄

との交流 ・ 連携の強化　　一、 世界自然遺産地域を含む奄美群島国立公園の保護管理及

び持続可能な利用の推進　　一、 情報通信ネットワークの整備 ・ 充実　　一、 交流人口、 関

係人口拡大に向けた施策の推進と更なる支援策の拡充　　一、 道路 ・ 港湾 ・ 空港など交

通基盤の整備・充実　　一、 上下水道・公営住宅等住環境の整備・充実　　一、 さとうきび・

園芸作物など農業基盤の整備 ・ 充実　　一、 重要病害虫、 特殊病害虫、 不快害虫等対策

の充実 ・ 強化　　一、 本場奄美大島紬産業の活性化　　一、 災害対策推進と名瀬測候所の

地方気象台格上げ　　一、 保健医療 ・ 社会福祉の充実 ・ 強化　　一、 地域を支える人材の

確保 ・ 育成、 教育の推進　　一、 独立行政法人奄美群島振興開発基金の充実 ・ 強化
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３
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10
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検
査
(
監
査
委
員
)

  

15
日　
関
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大
和
会
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会
(
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・
兵
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)

  

16
日　
令
和
５
年
度
市
町
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議
会
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総
務
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28
日
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29
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村
議
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全
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大
会
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町
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議
会
議
長
全
国
大
会
(
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長
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東
京
都
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【
12
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4
日　
例
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納
検
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(
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委
員
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4
日
～
８
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４
回
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議
会
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会
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合
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3
日　
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納
検
査
(
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員
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６
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ず
り
葉
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郷
40
周
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記
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(
議
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奄
美
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)

  

7
日　
消
防
出
初
め
式

  

９
日　
大
島
本
島
南
部
議
会
連
絡
会
(
正
副
議
長
)

  

16
日　
公
明
党
テ
ィ
ダ
ネ
シ
ア
委
員
会
(
奄
美
市
)

  

24
日　
知
事
と
の
意
見
交
換
会
・
議
員
研
修
会
(
鹿
児
島
市
)

【
2
月　
】

  

1
日　
例
月
出
納
検
査
(
監
査
委
員
)

  

6
日　
第
42
回
大
島
本
島
南
部
町
村
議
会
議
員
大
会
(
防
災
セ
ン
タ
ー
)

  

11
日　
ほ
こ
ら
し
ゃ
奄
美
音
楽
祭
(
議
長
・
奄
美
市
)

  

14
日　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
ま
み
空
き
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ラ
ボ
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の
連
携
協
定
式
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日　
議
会
運
営
委
員
会

  

20
日　
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島
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町
村
議
会
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会
定
期
総
会
(
議
長
・
鹿
児
島
市
)

  

25
日　
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民
館
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座
合
同
閉
講
式
(
正
副
議
長
)

  

27
日　
各
種
会
議
(
議
長
・
奄
美
市
)

【
３
月　
】

   

5
日
～
21
日　
第
１
回
大
和
村
議
会
定
例
会

　　
10
日　
関
西
奄
美
会
(
兵
庫
県
尼
崎
市
・
議
長
)

　　
12
日　
大
和
中
学
校
卒
業
式

　　
22
日　
各
小
学
校
卒
業
式

　　
26
日　
奄
美
群
島
議
長
・
局
長
合
同
会
(
奄
美
市
・
議
長　
)

　　
27
日　
大
島
本
島
南
部
議
会
監
査

【
4
月　
】

  

5
日  

例
月
出
納
検
査
(
監
査
委
員
)

  

8
日  

小
学
校
・
中
学
校
入
学
式

  

　　　　　  　　
大
島
本
島
南
部
議
会
役
員
会
(
瀬
戸
内
町
・
正
副
議
長
)

  

11
日  

奄
美
温
泉
大
和
ハ
ナ
ハ
ナ
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
竣
工
披
露
式

  

23
日　
第
65
回
奄
美
群
島
市
町
村
議
会
議
員
大
会
・
研
修
会

  

24
日　
奄
美
群
島
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
(
奄
美
市
・
議
長
)

  

26
日　
鹿
児
島
県
市
町
村
連
携
会
議
(
鹿
児
島
市
・
議
長
)

02　特集／議員大会

04　議会の動き

06　一般質問

20　予算審査特別委員会

24　定例会

27　決算審査特別委員会

30　活動報告

32　編集後記

02　特集／議員大会02　特集／議員大会02　特集／議員大会02　特集／議員大会

議　会　の　動　き

目　次

令
和
５
年

令
和
６
年

議会を 見て みよう
大和村議会動画配信

定例会、 YouTube配信しています
　生配信も、 過去分も見ることができます

声をお聞かせください

みなさまの

年４回発行している議会だよりに
ついて、 ご意見ご感想をお聞か
せくださいお

し
せら

傍聴に来てください。
定例会は、 年４回あります
　（ 3 ・ 6 ・ 9 ・ 12月 ）

住みよい暮らしのために声をあげ
てみませんか

若い考え、 女性目線などたくさん
の感性を必要としています

議員になろう
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令
和
６
年

３
月

　　　
高
齢
者
の
福
祉
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

問　
大
和
村
は
福
祉
計
画
に
お
い
て

は
、
今
後
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

介
護
の
あ
り
方
で
集
落
長
屋
構
想

も
含
ん
だ
、
地
域
や
利
用
者
か
ら

信
頼
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し
て
い

く
と
あ
る
が
構
想
は
ど
の
よ
う
な
状

況
か

答　
大
棚
集
落
へ
の
「
集
落
長
屋
整

備
基
本
計
画
」
立
案
が
な
さ
れ
て

大
棚
住
民
協
議
会
と
共
有
を
図
り

な
が
ら
ハ
ー
ド
整
備
の
た
め
の
適
し

た
場
所
の
選
定
を
進
め
て
い
る
。

問　
各
集
落
に
、
在
宅
で
車
椅
子

利
用
者
は
何
人
か

答　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
に
お

け
る
車
椅
子
受
給
者
は
３
名
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
に
お
け
る
受
給
者

は
14
名
、
日
常
的
外
出
時
に
お
け

る
利
用
者
は
24
名
、
集
落
別
で
は

0
名
～
６
名
。

問　
在
宅
の
車
椅
子
利
用
者
の
病

院
や
買
い
物
へ
の
移
動
手
段
は
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
か

答　
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い

る
福
祉
有
償
運
送
事
業
を
年
間
20

名
が
利
用
、
そ
の
中
で
５
名
が
車

椅
子
利
用
者
。
全
体
と
し
て
ご
家

族
の
車
を
利
用
し
て
い
る
。

問　
在
宅
介
護
者
・
家
族
の
購
入

す
る
福
祉
車
両
の
支
援
は
検
討
で

き
な
い
か

答　
第
７
期
障
害
者
福
祉
計
画
に

お
い
て
、
福
祉
車
両
購
入
支
援
の

要
望
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ
り
、
車

椅
子
利
用
者
の
外
出
機
会
を
増
や

す
こ
と
は
、
交
流
機
会
・
生
活
の

質
の
向
上
・
自
立
支
援
に
つ
な
が
る

と
し
て
現
在
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問　
村
民
の
介
護
予
防
で
、
村
内

温
泉
施
設
を
利
用
す
る
と
あ
る
が

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
用
を
検

討
し
て
い
る
の
か

答　
村
民
の
健
康
増
進
介
護
予
防

の
観
点
か
ら
継
続
的
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
年
間
に
わ
た
る
利

用
料
助
成
や
集
落
か
ら
施
設
へ
の

移
動
手
段
を
行
え
る
よ
う
検
討
し

て
い
る
。

　　　
集
落
訪
問
者
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
駐
車
場
の
整
備

問　
村
内
集
落
は
道
路
が
狭
い
状
況

に
あ
り
、
路
上
駐
車
さ
れ
る
と
対

向
車
は
接
触
等
の
通
行
に
不
安
な

状
況
が
多
々
あ
る
が
、
集
落
道
路

の
拡
張
計
画
や
集
落
訪
問
者
用
の

駐
車
場
の
整
備
は
検
討
で
き
な
い
か

答　
集
落
内
は
幅
員
が
狭
く
車
両

の
離
合
が
困
難
な
箇
所
が
多
く
駐

車
場
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
道
路
の

拡
張
・
駐
車
場
の
整
備
に
、
集
落

に
お
い
て
地
権
者
へ
の
協
力
依
頼
を

い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
の
導
入
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

令
和
５
年

12
月

　　　
集
落
が
よ
り
住
み
や
す
い

               

環
境
を
目
指
し

問　
集
落
内
を
外
周
す
る
道
路
を

高
齢
者
が
気
楽
に
散
歩
や
運
動
で

き
る
道
に
改
修
で
き
な
い
か

答　
名
音
や
大
棚
地
区
で
、
生
活

道
路
対
策
エ
リ
ア
事
業
で
路
肩
部

分
の
舗
装
や
側
溝
の
入
れ
替
え
等
、

市田　実孝 議員

安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。
集

落
か
ら
要
望
等
が
あ
れ
ば
実
施
し

て
行
き
た
い
。

問　
集
落
を
一
つ
の
公
園
と
捉
え
、

ベ
ン
チ
や
水
飲
み
場
・
休
憩
所
を
作

り
皆
が
集
え
る
場
所
が
で
き
な
い
か

答　
各
集
落
は
、
敷
地
が
限
ら
れ
て

お
り
用
地
の
確
保
が
困
難
。
ま
ず

は
既
存
施
設
や
地
域
支
え
あ
い
グ

ル
ー
プ
の
活
動
施
設
等
の
利
活
用
の

促
進
を
図
り
た
い
。

問　
公
民
館
前
の
ミ
ニ
噴
水
式
の
水

道
が
、
水
が
出
ず
長
年
使
え
な
く

な
っ
て
い
る
が
改
修
で
き
な
い
か

答　
水
道
管
の
錆
び
に
よ
る
詰
ま
り

は
、
清
掃
を
行
い
改
修
し
た
。

問　
集
落
内
に
出
没
す
る
ハ
ブ
対
策

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か

答　
集
落
で
ハ
ブ
に
咬
ま
れ
た
情
報

等
確
認
さ
れ
て
お
り
、
広
報
大
和

ラ
ジ
オ
便
で
注
意
情
報
を
流
し
た

り
、
学
校
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
ハ

ブ
棒
の
作
成
、
集
落
に
お
い
て
は
自

主
的
に
ハ
ブ
棒
を
設
置
す
る
な
ど
、

地
域
の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
安

全
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　　　
単
身
世
帯
増
加
に
よ
る

                 

身
寄
り
問
題

問　
総
務
省
は
、
単
身
世
帯
の
占

め
る
割
合
は
全
世
帯
の
４
割
に
な

り
、
身
寄
り
の
な
い
孤
立
化
す
る

高
齢
者
は
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予

想
し
て
い
る
。
本
村
の
取
り
組
み
は

答　
成
年
後
見
制
度
の
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
お
り
、
相
談
へ
の
対
応

や
制
度
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
で
関
係
者
間
の
連
携
体

制
を
図
っ
て
い
る
。

問　
単
身
世
帯
は
、
現
在
村
内
に

何
件
あ
る
の
か

答　
令
和
５
年
10
月
現
在
、

285
世

帯
中
65
歳
以
上
の
単
身
は

157
世
帯
。

問　
身
寄
り
の
な
い
世
帯
は
、
村
内

に
何
件
か

答　
身
寄
り
の
な
い
世
帯
は
現
在
い

ま
せ
ん
が
、
家
族
や
親
族
が
遠
方

で
日
常
的
支
援
が
得
ら
れ
な
い
世

帯
・
家
族
や
親
族
と
疎
遠
で
支
援

が
得
ら
れ
な
い
世
帯
が
数
件
あ
る
。

問　
若
年
層
の
単
身
世
帯
が
社
会

か
ら
孤
立
さ
せ
な
い
た
め
の
支
援
は

答　
令
和
５
年
10
月
現
在
、
64
歳

以
下
単
身
世
帯

128
世
帯
。
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

や
就
労
支
援
事
業
、
ま
た
村
が
独

自
に
行
っ
て
い
る
障
害
者
等
行
き
場

づ
く
り
事
業
の
参
加
を
通
じ
て
社

会
孤
立
防
止
に
努
め
て
い
く
。

問　
結
婚
支
援
対
策
は
行
っ
て
い
る

か

答　
国
も
今
年
か
ら
全
国
的
に
結

婚
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
村
独
自
で
大
和
結
婚
応
援
助

成
金
を
創
設
し
て
未
婚
率
の
軽
減

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　　　
思
勝
港
の
利
用
計
画

問　
砕
石
業
者
以
外
の
利
用
状
況

は答　
採
石
業
者
の
他
、
砂
の
物
揚

げ
場
・
工
事
用
の
残
土
置
き
場
・

大
金
久
高
潮
対
策
工
事
の
ブ
ロ
ッ
ク

作
成
一
時
保
管
ヤ
ー
ド
・
工
事
用

係
留
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

問　
名
瀬
港
の
準
ハ
ブ
港
と
し
て
拡

張
整
備
し
、
利
用
度
を
高
め
る
べ

く
県
や
国
に
要
望
で
き
な
い
か

答　
大
和
港
思
勝
地
区
は
最
大
係

留
施
設
が

100
ｍ
程
度
で
あ
り
、
拡
張

に
つ
い
て
は
船
舶
の
接
岸
が
困
難
。

拡
張
は
難
し
い
。
今
後
の
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
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令
和
６
年

３
月

　
　
商
工
業
振
興
の
取
組
み
は

問　
村
内
の
商
店
は
、
物
価
高
騰

に
よ
る
仕
入
の
高
騰
、
ま
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
騰
に
よ
る
光
熱
費
の
上
昇

な
ど
、
経
営
を
維
持
す
る
だ
け
で

も
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
村
内
の
商
店
を
今
後
維

持
す
る
た
め
に
も
、
光
熱
費
の
助

成
制
度
等
検
討
し
て
い
た
だ
け
な
い

か答　
現
在
ま
で
６
回
の
地
域
商
品

券
を
発
行
し
て
お
り
、
総
利
用
額

の
44.4
％
が
集
落
商
店
を
利
用
さ
れ
、

経
営
支
援
策
と
し
て
大
き
な
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
る

　
　
買
物
難
民
(
買
物
弱
者
)

　
　
へ
の
対
策
は

問

商
店
の
な
い
集
落
へ
の
移
動
販

売
を
民
間
企
業
と
の
連
携
等
検
討

す
る
べ
き
で
は

答　
移
動
販
売
の
実
施
は
、
既
存

商
店
の
客
を
奪
う
こ
と
に
な
り
、

売
上
に
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
合
同
会
社
ひ
ら
と
み
が
異

動
販
売
を
行
う
こ
と
も
民
間
企
業

圧
迫
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
支
援
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　　
児
童
・
生
徒
の
確
保
を

問

親
子
留
学
制
度
が
現
在
休
止

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
再
開
の

見
込
み
は

答　
親
子
留
学
制
度
を
実
施
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
受
け
入
れ
る
集
落

で
実
行
委
員
会
を
設
置
す
る
な
ど

集
落
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
全
体
で

受
け
入
れ
体
制
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
。
集
落
か
ら
親
子
留
学
を

受
け
入
れ
た
い
要
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
当
局
で
も
協
力
し
て
い
き
た
い
。

問　
里
親
制
度
の
活
用
を
、
も
っ
と

利
用
す
る
べ
き
で
は
。
見
直
す
余

地
が
必
要
で
は

答　
里
親
留
学
制
度
の
対
象
者
は
、

里
親
の
孫
、
親
戚
、
知
人
等
の
子

ど
も
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
児
童

生
徒
は
い
な
い
状
況
で
す
。
今
後

は
、
本
土
で
開
催
さ
れ
る
郷
友
会

総
会
な
ど
、
村
内
出
身
者
が
集
ま

る
場
で
周
知
広
報
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
。

令
和
５
年

12
月

　
　
令
和
６
年
度

　
　
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は

問　
物
価
高
騰
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
中
、
来
年
度
に
向
け
て
の
伊

集
院
村
政
独
自
の
支
援
策
を
検
討

し
て
い
た
だ
け
な
い
か

答　
村
民
一
人
あ
た
り
、1

万
円

の
大
和
村
地
域
商
品
券
を
、
こ
れ

ま
で
に
５
回
発
行
し
て
い
ま
す
が
、

村
民
の
生
活
支
援
、
村
内
事
業
者

支
援
も
併
せ
て
経
済
効
果
が
見
込

ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
第
６
弾
の
大
和
村
地
域

商
品
券
を
発
行
す
る
計
画
で
す
。

今
後
も
村
民
が
安
心
し
て
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
支
援
策
の
展
開
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

令
和
５
年

９
月

　　　
教
育
現
場
に
お
け
る

　
　
環
境
整
備
に
つ
い
て

問　
各
学
校
の
施
設
・
通
学
路
な

ど
は
定
期
的
に
点
検
し
、
環
境
改

善
す
べ
き
問
題
等
要
望
等
は
迅
速

に
対
応
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か

答　
学
校
施
設
の
環
境
改
善
箇
所

に
つ
い
て
定
期
的
に
点
検
し
問
題
や

要
望
に
つ
い
て
は
出
来
る
だ
け
当
初

予
算
の
範
囲
内
で
迅
速
に
対
応
し

て
い
る
。
各
学
校
の
校
舎
や
体
育

館
の
施
設
本
体
の
管
理
は
、
令
和

２
年
に
大
和
村
学
校
長
寿
命
化
計

画
を
作
成
し
、
今
後
は
順
次
国
の

交
付
金
等
を
活
用
し
改
修
・
環
境

配
慮
・
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
も
対
応
し

つ
つ
良
好
に
使
い
続
け
て
い
け
る
よ

う
管
理
に
努
め
て
い
る
。

問　
大
和
校
校
庭
前
の
側
溝
は
長

年
口
が
開
い
て
、
雨
天
時
な
ど
危

険
だ
と
察
す
る
が
改
善
計
画
は
な
い

か答　
側
溝
に
つ
い
て
は
、
雨
天
時
の

安
全
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
お
り
、
民
間
と
の
用
地

交
渉
を
粘
り
強
く
し
て
い
き
な
が
ら

用
地
取
得
が
可
能
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
れ
ば
改
善
計
画
を
講
じ
て
い
き

た
い
。

問　
体
育
館
横
の
フ
ェ
ン
ス
は
錆
び

て
、
一
部
折
れ
て
傾
い
た
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
が
早
急
に
対
応
す
る
必

要
は
な
い
か

答　
給
食
セ
ン
タ
ー
側
の
フ
ェ
ン
ス
の

支
柱
３
本
、
保
育
所
側
の
支
柱
２

本
が
錆
び
て
腐
食
し
て
い
る
の
を
確

認
し
た
の
で
早
急
に
修
繕
を
行
い
対

応
す
る
。

　　　
大
和
村
起
業
創
業

　
　
　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　
　
　
助
成
事
業
に
つ
い
て

問　
申
し
込
み
期
間
が
短
く
、
申

し
込
み
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
方
が

い
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
受
付
期
間

を
今
後
延
ば
す
必
要
は
な
い
か

答　
他
の
自
治
体
の
同
様
の
助
成

事
業
の
受
付
期
間
は
、
20
日
か
ら

40
日
で
あ
り
本
村
の
31
日
間
は
適

当
か
と
思
わ
れ
る
。
今
年
、
初
年

度
で
も
あ
り
村
民
へ
の
認
知
度
が
十

分
に
浸
透
し
て
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
の
で
、
今
後
は
村
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
浸
透
を
図
っ
て

い
く
。

問　
助
成
事
業
申
し
込
み
の
集
落

別
件
数
・
業
種
・
男
女
比
率
・
年

齢
層
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

答　

申
請
事
業
の
集
落
別
で
は
、

国
直
・
湯
湾
釜
・
津
名
久
・
名
音
・

今
里
の
各
１
件
の
計
５
件
。
種
別

で
は
、
観
光
業
２
件·

美
容
業
１

件·

養
鶏
業
１
件·

製
造
業
１
件

で
、
男
性
４
名
・女
性
１
名
で
あ
り
、

年
齢
層
は
、
30
代
２
名
・
40
代
３

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
助
成
事
業
の
対
象
を
、
商
工

業
者
が
新
た
な
地
域
内
雇
用
・
新

卒
者
採
用
な
ど
地
域
内
雇
用
促
進

の
た
め
に
雇
用
対
策
助
成
金
を
含

ん
だ
助
成
支
援
に
拡
充
検
討
で
き

な
い
か

答　
初
年
度
で
も
あ
り
事
業
の
実

績
・
成
果
も
出
て
い
な
い
た
め
、
助

成
内
容
を
検
討
す
る
段
階
で
は
な

く
、
本
事
業
は
あ
く
ま
で
起
業
・

創
業
か
ら
自
立
化
に
む
け
た
支
援

及
び
既
存
事
業
者
の
事
業
拡
充
に

伴
う
支
援
で
あ
る
。
事
業
実
績
を

積
み
上
げ
経
営
基
盤
を
作
り
、
民

間
金
融
機
関
や
商
工
会
等
を
活
用

し
な
が
ら
経
営
強
化
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
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問　
集
落
長
屋
構
想
の
進
捗
状
況

は
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
来
年
度
か
ら
事
業
に
取
り
組

む
の
か

答　
行
政
、
外
部
専
門
家
で
構
成

さ
れ
た
在
り
方
検
討
会
に
お
い
て
、

約
５
年
間
検
討
を
重
ね
計
画
承
認

を
受
け
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
現

在
、
大
棚
集
落
内
へ
の
整
備
基
本

計
画
の
立
案
が
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ー

ド
整
備
と
し
て
、
令
和
６
年
度
に
県

基
盤
整
備
事
業
へ
の
申
請
を
予
定
、

人
材
確
保
に
お
い
て
も
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
募
集
を
行
い
、
令
和

８
年
度
の
開
設
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　
令
和
６
年
４
月
か
ら
開
始
の
公

営
企
業
会
計
へ
の
移
行
に
つ
い
て
、

準
備
は
万
全
な
の
か

答　
昨
年
５
月
か
ら
会
計
年
度
任

用
職
員
を
配
置
し
ま
し
て
、
作
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
所
と
の
打
ち
合

わ
せ
、
他
自
治
体
の
事
務
研
修
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
４

月
の
開
始
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、

住
民
税
務
課
全
体
で
万
全
を
期
し

て
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　　
大
和
診
療
所
へ
の
送
迎

増
や
せ
る
の
か

問　
現
在
ど
の
よ
う
な
形
式
で
週
２

回
運
行
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。今
後
、

見
直
す
必
要
も
あ
る
の
で
は

答　
送
迎
バ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
で
す
が
、
平
均
し
て1

回
の
利

用
客
は
５
人
か
ら

６
人
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
多
い
日
に
は
10
名

以
上
の
利
用
も
あ
り
ま
す
。
送
迎

運
行
を
実
施
し
て
い
な
い
日
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
７
月
か
ら
運
行

し
て
い
ま
す
、
移
動
支
援
バ
ス(

き

び
き
び
号)

を
利
用
し
て
い
る
状
況

で
、
現
在
の
と
こ
ろ
要
望
等
あ
り

ま
せ
ん
の
で
現
状
の
ま
ま
で
い
い
の

か
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
利
用
者

の
ご
意
見
等
を
伺
い
な
が
ら
、
見
直

し
等
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

令
和
５
年

９
月

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で

　
　
集
落
に
良
い
変
化
を

問　
他
の
町
村
と
比
較
し
て
も
、
本

村
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用

が
少
な
い
と
思
う
が
、
本
年
度
今

後
採
用
・
雇
用
は
あ
る
か

答　
集
落
長
屋
構
想
に
従
事
し
て
い

た
だ
く
協
力
隊
員
を
今
年
度
募
集

す
る
予
定
。
令
和
６
年
４
月
か
ら
の

採
用
を
計
画
し
て
い
る
。

問　
採
用
・
雇
用
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
人
材
配
置
を
お

考
え
な
の
か

答　
看
護
師
、
介
護
士
等
の
有
資

格
者
を
優
先
す
る
。
無
資
格
者
に

お
い
て
も
集
落
長
屋
構
想
に
関
心

を
持
ち
、
介
護
初
任
者
研
修
受
講

意
欲
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
応
募
可

能
と
す
る

問　
村
内
集
落
活
性
化
に
向
け
て
、

集
落
へ
の
配
置
も
い
い
と
思
う
が
、

検
討
し
て
い
た
だ
け
な
い
か

答　
協
力
隊
の
配
置
を
求
め
る
集

落
は
、
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
活
動
、

人
材
を
求
め
る
の
か
を
明
確
に
し

た
上
で
、
村
へ
ご
相
談
い
た
だ
き
た

い
。

　　
大
和
中
学
校
の

部
活
動
に
視
点
を
お
い
た

生
徒
・
指
導
員
の
確
保

　
　
　問

村
内
唯
一
の
中
学
校
で
さ
え

小
規
模
校
で
あ
り
、
今
後
の
学
校

維
持
に
お
い
て
も
、
生
徒
の
確
保

は
必
要
不
可
欠
。
例
え
ば
ス
ポ
ー

ツ
等
の
魅
力
あ
る
活
動
を
通
し
て
、

村
外
か
ら
の
受
け
入
れ
を
検
討
し

て
い
た
だ
け
な
い
か

答　
原
則
と
し
て
保
護
者
が
居
住

す
る
校
区
の
学
校
に
通
学
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
公
立
の
学
校

で
特
定
の
教
育
活
動　
(
ス
ポ
ー
ツ
、

部
活
動
)
を
売
り
物
に
し
て
の
勧

誘
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　

大
和
村
内
の
小
中
学
校
に
お
い
て

は
、
各
校
区
、
集
落
の
特
色
を
生

か
し
た
教
育
活
動
を
推
進
し
お
り
、

こ
れ
ら
の
取
組
を
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
で
、
各
学
校
の
取
組
に
関
心

を
持
ち
、
こ
の
学
校
に
通
わ
せ
た
い

と
い
う
思
い
を
持
た
せ
る
こ
と
が
、

大
和
村
内
の
小
中
学
校
の
維
持
、

集
落
、
校
区
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
Ｉ
タ

ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
受
け
入
れ
策
が

現
実
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

問　
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
お
い

て
、
全
国
的
に
も
ク
ラ
ブ
活
動
指

導
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
村
に

お
い
て
も
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を

お
考
え
な
の
か

答　
令
和
４
年
度
12
月
に
大
和
村

地
域
部
活
動
推
進
連
絡
協
議
会
を

発
足
さ
せ
、
各
競
技
団
体
と
部
活

動
顧
問
が
連
携
を
取
り
、
夏
期
休

業
以
降
の
週
休
日
は
各
競
技
団
体

に
よ
る
指
導
に
移
行
す
る
こ
と
で
話

し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。
教
員
の

働
き
方
改
革
は
も
ち
ろ
ん
、
指
導

者
に
よ
る
専
門
的
な
技
術
指
導
に

よ
り
、
勝
ち
た
い
、
楽
し
み
た
い
と

い
っ
た
生
徒
の
部
活
動
に
お
け
る
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
活
動
が
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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令
和
５
年

12
月

　
　
安
全
で
豊
か
な
環
境
と
は

問

空
き
家
対
策
は
、
ど
う
進
捗

し
て
い
る
の
か

答

現
在

160
件
の
空
き
家
が
存
在

し
、
そ
の
う
ち
廃
屋
が
64
件
。
廃

屋
に
関
し
て
は
、
令
和
４
年
度
に
大

和
村
廃
屋
等
対
策
助
成
金
制
度
を

創
設
し
、
村
内
に
存
在
す
る
廃
屋

を
防
災
及
び
防
犯
上
の
観
点
か
ら
、

取
り
壊
そ
う
と
す
る
個
人
に
解
体

撤
去
に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
こ
と
で
、
廃
屋
の
解
体
を
促

進
し
、
安
心
安
全
な
生
活
環
境
の

確
保
を
図
っ
て
い
る
。

空
き
家
に
関
し
て
も
、
比
較
的
状

態
の
良
い
空
き
家
の
所
有
者
か
ら

村
に
売
却
ま
た
は
賃
借
し
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
っ
た
物
件
に
関
し
ま
し

て
は
、
村
営
住
宅
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、
良
好
な
住
生
活
環
境

を
提
供
し
、
定
住
促
進
へ
そ
の
効

果
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

問

最
近
増
え
て
い
る
ネ
ズ
ミ
等
に

よ
る
ハ
ブ
対
策
は
行
っ
て
い
る
の
か

答

環
境
省
の
見
解
に
よ
り
ま
す

と
、
昨
年
と
一
昨
年
は
山
間
部
で

は
木
の
実
の
豊
作
に
よ
り
ネ
ズ
ミ
が

増
加
し
、
今
年
は
山
間
部
で
の
木

の
実
が
減
っ
た
と
の
こ
と
で
、
食
料

を
求
め
て
集
落
周
辺
に
下
り
て
き

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い

る
。
ネ
ズ
ミ
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
世
帯
に
よ
り
ま
し
て
独
自
で
対

策
が
取
ら
れ
て
い
る
と
認
識
。
ネ
ズ

ミ
対
策
に
つ
い
て
は
村
民
へ
の
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
(
住
民
税
務
課
長

)
ネ
ズ
ミ
の
場

合
は
食
料
を
求
め
て
人
の
家
に
侵

入
し
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
巣
を
作
っ

た
り
し
て
、
ま
た
そ
れ
を
追
っ
か
け

て
ハ
ブ
が
行
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
や
は
り
空
き
家
と
か
、

そ
う
い
っ
た
環
境
を
な
る
べ
く
な
く

す
こ
と
が
集
落
内
で
の
環
境
は
良

く
な
る
。
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
は
基
本

的
に
各
世
帯
で
行
っ
て
い
る
。
ネ
ズ

ミ
の
捕
獲
か
ご
や
、
粘
着
シ
ー
ト
な

ど
を
使
っ
て
、
捕
ま
え
て
い
る
も
の

だ
と
認
識
。
今
後
、
ネ
ズ
ミ
の
集

落
内
で
の
異
常
発
生
と
か
、
超
音

波
の
ネ
ズ
ミ
駆
除
機
な
ど
の
情
報

な
ど
広
報
で
き
れ
ば
。

問

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
人
的
被
害
が

予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
対
策
は

答

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
イ
ノ
シ
シ
は
、
本

来
臆
病
で
用
心
深
く
、
人
前
で
は

身
を
隠
す
動
物
で
あ
る
た
め
、
一

般
の
方
に
つ
い
て
は
人
的
被
害
の
可

能
性
は
低
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の

対
策
に
つ
い
て
も
計
画
は
し
て
い
な

い
。

重信　安男 議員
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令
和
６
年

３
月

　
　

「
果
樹
の
村
」
っ
て

                  

ど
ん
な
村
？

問

誰
も
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

な
具
体
的
な
「
果
樹
の
村
構
想
」

を
練
る
べ
き
で
は
な
い
か
。　

　

・　
す
も
も
ロ
ー
ド
の
整
備
と
か

　

・　
観
光
体
験
農
園
の
整
備
と
か

　

・　
お
土
産
と
か

答　
す
も
も
ロ
ー
ド
を
整
備
す
る
計

画
は
な
い
。

毛
陣
地
区
の
実
証
農
園
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
管
理
不
足
で
あ
っ
た
が
、

今
後
は
計
画
的
な
管
理
に
努
め
る
。

土
産
品
に
つ
い
て
は
今
後
企
業
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問　
施
政
方
針
に
「
果
樹
の
村
再

生
に
は
、
安
定
し
た
生
産
量
の
確

保
が
必
須
」
と
あ
る
が
、
具
体
的

な
構
想
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か

答　
農
地
の
把
握
に
つ
い
て
は
農
地

利
用
状
況
調
査
を
行
い
あ
る
程
度

の
把
握
は
さ
れ
て
い
る
。
貸
し
手
と

借
り
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
中

間
管
理
機
構
や
関
係
業
者
と
連
携

し
推
進
し
て
い
く
。

問　
お
歳
暮
時
期
の
贈
答
品
と
し
て

需
要
が
高
く
、
本
村
平
場
地
区
に

栽
培
条
件
が
適
し
て
い
る
「
津
之

輝
」
を
本
村
の
新
た
な
奨
励
品
種

と
し
て
普
及
促
進
し
て
は
ど
う
か

答　
す
で
に
重
点
品
目
５
品
種
と
し

て
奨
励
し
て
い
る
が
、
栽
培
が
難
し

い
面
も
あ
り
、
大
々
的
な
奨
励
に
は

躊
躇
し
て
い
る
。

　　
温
泉
施
設
オ
ー
プ
ン
！

　
　
村
民
と
の
関
わ
り
や

　
　
還
元
策
は

問　
村
民
へ
の
具
体
的
な
関
わ
り
と

還
元
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か

答　
温
泉
の
効
能
を
活
か
し
た
健

康
増
進
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
温
泉
利
用
促
進
を
図
り
、
１

回
５００
円
で
利
用
で
き
る
よ
う
助
成

す
る
。
ま
た
、
施
設
で
提
供
す
る

食
事
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
も
出
来
る

だ
け
地
場
産
の
材
料
を
利
用
し
て

も
ら
い
、
施
設
側
が
考
え
る
メ
ニ
ュ

ー
の
食
材
を
農
家
さ
ん
に
作
っ
て
も

ら
う
よ
う
な
連
携
も
図
っ
て
い
く
。

問　
企
業
と
地
元
生
産
者
が
タ
イ
ア

ッ
プ
し
た
商
品
化
計
画
は
な
い
の
か

答　
施
設
内
に
物
販
ブ
ー
ス
を
計
画

し
て
お
り
、
５
つ
の
業
者
か
ら
２０
品

目
の
販
売
が
決
ま
っ
て
い
る
。
今
後

の
商
品
開
発
に
つ
い
て
も
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
形
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
Ｊ
Ａ
や
一
流
シ
ェ
フ
と
共
同
で

取
り
組
ん
で
い
る
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー

奄
美
」
の
手
ご
た
え
は

答　
島
の
食
材
及
び
タ
ン
カ
ン
の
魅

力
を
発
信
し
、
認
知
度
向
上
、
販

路
拡
大
を
目
的
に
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、

東
京
日
本
橋
の
有
名
デ
パ
ー
ト
の
高

級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
企
業
人
や
出
身

者
を
招
い
て
、
一
流
シ
ェ
フ
に
よ
る

奄
美
の
食
材
を
活
用
し
た
イ
タ
リ

ア
料
理
の
提
供
や
生
産
者
の
思
い
、

大
和
村
の
魅
力
を
発
信
し
て
き
た
。

無
限
の
可
能
性
と
の
好
評
を
得
て
、

本
事
業
が
本
村
特
産
品
の
販
路
拡

大
、
高
付
加
価
値
化
に
繋
が
っ
て
い

く
と
期
待
し
て
い
る
。
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
。

藏　　正  議員
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雨
の
日
も

　
　
子
ど
も
と
遊
べ
る
公
園
を

問　
本
村
で
の
定
住
を
希
望
す
る

子
育
て
世
代
か
ら
の
要
望
で
あ
る

が
、
今
後
の
子
ど
も
・
子
育
て
・

定
住
促
進
の
観
点
か
ら
も
他
地
域

に
な
い
雨
天
で
も
遊
べ
る
公
園
の
整

備
は
図
れ
な
い
か

答　
晴
耕
雨
読
的
な
生
活
が
心
豊

か
な
子
供
の
健
全
育
成
に
寄
与
す

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
、
既
存

の
公
園
や
室
内
施
設
の
有
効
活
用

を
推
進
し
て
行
き
た
い
。

令
和
５
年

12
月

　
　
第
３
期
子
ど
も
子
育
て

　
　
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て

問　
策
定
計
画
に
お
い
て
、
責
任
者

(
園
長
)
の
配
置
や
、
保
育
ス
タ
ッ

フ
の
増
員
、
保
育
ス
ペ
ー
ス
及
び
運

動
や
遊
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
確
保
な

ど
、
現
状
の
課
題
解
消
に
向
け
た

協
議
は
さ
れ
て
い
る
の
か

答　
令
和
６
年
度
に
委
員
会
の
中
で

計
画
策
定
を
す
る
。
保
護
者
か
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
生
か
せ
る

よ
う
な
計
画
策
定
を
進
め
て
い
く
。

運
動
や
遊
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
等
の
確

保
に
つ
い
て
も
、
認
定
こ
ど
も
園
を

念
頭
に
お
き
具
体
的
な
協
議
を
進

め
る
。

問

認
定
こ
ど
も
園
構
想
に
向
け
て

先
進
地
視
察
を
行
い
イ
メ
ー
ジ
の
共

有
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か

答　
先
進
地
の
視
察
も
取
り
入
れ

な
が
ら
情
報
収
集
を
図
り
、
計
画

策
定
に
生
か
し
て
い
け
れ
ば
。

島
外
で
手
術
や
治
療
を
受
け

　
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
家
族
へ

　
の
支
援
策
の
創
設
に
向
け
て

問　
難
病
指
定
を
受
け
島
外
で
手

術
や
治
療
を
受
け
る
方
の
家
族
に
つ

い
て
は
、
国
の
支
援
が
限
定
的
で
後

払
い
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
複
数
回

に
及
ぶ
交
通
費
の
工
面
等
で
困
難

な
状
況
に
陥
る
が
、
一
時
金
の
交

付
等
、
村
単
独
の
支
援
策
を
講
じ

る
べ
き
で
は
な
い
か

答　
村
単
独
事
業
に
て
島
外
受
診

旅
費
助
成
事
業
を
実
施
。
島
外
で

の
医
療
を
必
要
と
す
る
方
及
び
そ

の
付
き
添
い
が
必
要
な
方
の
家
族

に
対
し
て
、
年
間
最
大
６
回
の
交

通
費
及
び
そ
れ
に
伴
う
宿
泊
費
の

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
る
も
の
。
難

病
指
定
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て

も
、
要
件
を
満
た
せ
ば
対
象
と
な

る
。
年
齢
や
障
害
程
度
等
に
制
限

は
設
け
て
お
ら
ず
、
今
年
度
更
に

利
用
助
成
拡
大
も
行
っ
て
い
る
。

　
　
村
内
豊
年
祭
開
催
時
の

　
　
送
迎
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

問　
十
五
夜
及
び
ク
ガ
ツ
ク
ン
チ
の

豊
年
祭
開
催
時
に
、
名
瀬
郷
友
会

の
送
迎
に
バ
ス
を
貸
し
切
り
利
用
し

て
い
た
が
、
利
用
者
が
減
少
し
、
集

落
単
位
で
バ
ス
を
借
り
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
い
る
。
本
村
の
バ
ス
を

利
用
し
た
郷
友
会
送
迎
の
対
策
は

と
れ
な
い
か

答　
豊
年
祭
開
催
時
に
郷
友
会
向

け
の
送
迎
車
を
運
行
し
て
い
る
集

落
は
、
大
棚
、
大
金
久
、
戸
円
、

名
音
の
４
集
落
。
利
用
者
数
に
合

わ
せ
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
ほ
か
、
10

人
乗
り
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
な
ど

で
送
迎
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

運
行
経
費
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ

り
人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
の

影
響
に
よ
る
集
落
運
営
財
源
の
減

少
を
補
い
、
集
落
運
営
の
安
定
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
、

志
戸
勘
集
落
10
万
円
、
そ
の
他
の

14

令
和
５
年

12
月

集
落
へ
20
万
円
の
支
援
金
を
助
成

し
て
い
る
。
大
和
村
集
落
支
援
助

成
金
の
活
用
を
合
わ
せ
て
各
集
落

で
ご
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

令
和
５
年

９
月

　
　

台
風
時
の
波
対
策
に
つ
い
て

問

湯
湾
釜
選
果
場
周
辺
の
波
対

策
に
つ
い
て

答

浸
食
の
要
因
を
調
査
中
。
沖

合
の
海
流
変
化
も
考
え
ら
れ
る
た

め
護
岸
工
事
と
並
行
し
て
消
波
ブ

ロ
ッ
ク
の
設
置
等
に
つ
い
て
も
集
落

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
計
画
し
て
い

き
ま
す
。

　
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
も

　
あ
る
か
も
よ
！

問

国
直
海
岸
の
ウ
ミ
ガ
メ
対
策
と

越
波
対
策
を
両
立
さ
せ
る
具
体
策

は答

海
岸
線
の
堤
防
上
端
か
ら
1.5

ー
ト
ル
メ
下
を
基
準
に
浜
砂
の
押
し

戻
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ミ
ガ
メ
と
の
共
生

　
越
波
対
策
に
は

1. ５
メ
ー
ト
ル
の
壁

　　

公
園
の
管
理
に
つ
い
て

問

公
園
の
管
理
は
農
道
の
管
理

と
は
違
っ
て
い
つ
も
キ
レ
イ
に
し
て
お

く
べ
き
で
は

答

村
道
管
理
ス
タ
ッ
フ
の
人
員
不

足
で
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

公
園
管
理
に
つ
い
て
は
別
途
管
理
計

画
を
見
直
す
予
定
で
す
。

問

水
辺
の
広
場
の
遊
歩
道
も
草

刈
り
が
さ
れ
て
い
な
い
が
、
管
理
計

画
は
妥
当
か

答

公
園
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

指
定
管
理
者
と
も
協
議
し
な
が
ら

対
応
を
図
っ
て
い
る
。

　
嶺
山
公
園
、

　　
せ
っ
か
く
来
た
の
に
ガ
ッ
カ
リ

　　
帰
ろ
う
・
・
・

　
水
辺
の
広
場
、

　　
ス
タ
ッ
フ
不
足
じ
ゃ
な
い
？

　　
草
ぼ
う
ぼ
う
よ
⁉ 

問

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
芝

の
状
態
を
い
つ
も
同
じ
状
態
に
管
理

し
て
ほ
し
い
の
で
す
が

答

作
業
の
労
力
及
び
作
業
計
画

並
び
に
コ
ー
ス
の
利
用
状
況
を
把
握

し
管
理
者
と
協
議
し
て
い
く
。

　　　
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

　　　　　　
技
術
力
向
上
！
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藏議員　一般質問

Youtube▶ 令和５年第３回大和村議会定例会一般質問９/12 ② 1:00:44 ～ 1:46:06

藏議員　一般質問

Youtube▶ 令和５年第４回大和村議会定例会最終本会議 12/8 ② 0:25 ～ 38:40



令
和
６
年

３
月

　　

幼
児
教
育
の
導
入
を

問　
幼
児
期
に
質
の
高
い
幼
児
教
育

が
提
供
さ
れ
る
こ
と
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
質
の
高
い
教
育
を
提
供

す
る
こ
と
は
、
移
住
定
住
を
促
し

人
口
減
少
対
策
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
る
が
、
幼
児
期
か
ら
の
教

育
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か

答 　
質
の
高
い
幼
児
教
育
や
保
育

環
境
は
大
変
重
要
性
が
高
く
、
移

住
者
の
促
進
に
つ
な
が
り
う
る
魅
力

の
一
つ
で
あ
る
。

今
後
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を

検
討
す
る
中
で
、
幼
児
教
育
の
要

素
も
今
以
上
に
工
夫
し
た
形
で
取

り
入
れ
、
理
念
、
環
境
、
人
的
資
源
、

保
護
者
の
参
画
な
ど
も
含
め
た
魅

力
あ
る
幼
児
教
育
の
場
を
作
っ
て
い

け
る
よ
う
努
め
た
い
。

第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計

画
の
策
定
を
進
め
る
中
で
幼
児
教

育
と
い
う
視
点
も
踏
ま
え
て
協
議

し
て
い
き
た
い
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
習
い
ご
と
助

成
に
つ
い
て
も
盛
り
込
ん
で
い
る
の

で
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

厳
し
い
経
済
事
情
に
あ
る
家
庭
へ
の

学
用
品
購
入
の
助
成
な
ど
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　　
経
済
情
勢
を
踏
ま
え

　
　
　
　
　
　
　
奨
学
金
の
拡
充
を

問　
奨
学
資
金
制
度
の
条
例
が
制

定
を
さ
れ
た
昭
和
61
年
当
時
の
国

立
大
学
の
授
業
料
と
現
在
を
比
較

す
る
と
２
倍
以
上
も
高
騰
し
て
い

る
。
授
業
料
や
入
学
金
の
値
上
げ

や
物
価
高
騰
な
ど
、
経
済
情
勢
の

変
化
を
考
慮
し
奨
学
資
金
の
拡
充

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か

答　
現
在
の
と
こ
ろ
今
の
制
度
で
十

分
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

大
学
の
授
業
料
が
２
倍
程
度
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

他
の
奨
学
資
金
も
併
用
し
て
利
用

し
て
ほ
し
い
。

最
近
は
授
業
料
の
増
額
や
物
価
高

騰
も
あ
る
の
で
経
済
情
勢
を
踏
ま

え
周
り
の
状
況
を
見
な
が
ら
奨
学

金
を
増
額
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
　

不
足
す
る
住
宅
問
題
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
対
策
強
化
を

問　
子
供
の
誕
生
や
成
長
に
伴
い
、

家
が
手
狭
に
な
り
、
住
み
替
え
を

望
む
子
育
て
世
帯
や
本
村
に
魅
了

さ
れ
た
移
住
希
望
者
が
増
え
て
い

る
が
、
残
念
な
が
ら
入
居
で
き
る

住
宅
が
不
足
し
て
い
る
状
態
が
続
い

て
い
る
。
今
後
の
各
集
落
の
住
宅

建
設
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か

答　
村
へ
の
居
住
希
望
者
が
増
え
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
か
ら
奄
振
交
付
金
を

活
用
し
空
き
家
改
修
を
３
件
計
画

す
る
。

起
債
事
業
を
活
用
し
た
新
築
１
件

も
進
め
、
空
き
家
対
策
に
も
取
り

組
む
。

さ
ら
に
サ
ブ
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
住

居
の
確
保
と
空
き
家
対
策
を
進
め
、

民
間
を
活
用
し
た
住
居
の
確
保
を

推
進
し
た
い
。

令
和
６
年
度
以
降
は
、
現
段
階
で

集
落
か
ら
要
望
の
あ
る
津
名
久
、

戸
円
、
名
音
、
今
里
集
落
を
候
補

に
村
有
地
の
確
保
状
況
の
協
議
を

進
め
る
。

７
年
度
以
降
、
ど
の
集
落
に
何
戸

建
設
し
た
い
と
い
う
計
画
策
定
に
向

け
て
の
検
討
を
進
め
る
。

政
策
住
宅
は
、
大
棚
地
区
の
埋
立

て
を
メ
イ
ン
と
し
て
考
え
、
７
年
度

以
降
の
計
画
に
盛
り
込
み
た
い
。

勝山　浩平  議員
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令
和
５
年

12
月

　　

学
習
塾
な
ど
子
ど
も
達
の

　
　
習
い
事
費
用
の

　
　
助
成
金
制
度
の
創
設
を
！

問　
以
前
の
質
問
に
「
学
習
支
援
に

つ
い
て
再
度
検
討
」
と
答
弁
し
て
い

る
が

答 　
習
い
事
へ
の
助
成
は
実
施
し
な

い
。
習
い
事
へ
の
考
え
方
に
違
い
が

あ
り
等
し
く
必
要
性
を
有
し
な
い

習
い
事
へ
の
助
成
は
公
平
性
の
観
点

か
ら
困
難
。
子
ど
も
子
育
て
支
援

計
画
の
策
定
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
う
。

　　
建
設
業
法
違
反
の
疑
い
に
対
す
る

   

こ
れ
ま
で
の
答
弁
の
確
認

問　
指
名
停
止
だ
っ
た
業
者
が
入
っ

て
い
る
こ
と
へ
の
指
摘
に
「
指
名
停

止
は
な
い
と
県
に
確
認
し
た
」
と
答

弁
し
て
い
る
が

答　
大
島
支
庁
へ
電
話
で
確
認
し
た

が
質
問
等
の
行
き
違
い
が
あ
り
指
名

停
止
は
な
い
と
誤
認
し
た
。

誤
っ
た
回
答
は
申
し
訳
な
い
。

問　
入
札
に
参
加
で
き
な
い
期
間
は

県
の
確
認
を
見
て
判
断
」
と
答
弁

し
て
い
る
が
県
の
処
分
前
に
な
ぜ
指

名
停
止
を
解
除
し
た
の
か

答　
当
該
業
者
の
住
所
誤
り
が
判

明
し
県
へ
の
住
所
変
更
手
続
き
後
、

村
へ
指
名
願
い
変
更
届
出
が
提
出
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
指
名
停
止
を
し

た
。
指
名
推
薦
委
員
会
で
判
断
し

村
長
が
決
定
し
た
。

問　
営
業
所
が
無
い
た
め
に
経
営
業

務
管
理
責
任
者
や
専
任
技
術
者
が

常
勤
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

県
へ
の
確
認
は

答　
当
該
業
者
か
ら
県
へ
住
所
変
更

の
届
出
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、

村
と
し
て
は
営
業
所
と
経
営
業
務

管
理
者
等
は
配
置
さ
れ
て
い
る
と

確
認
し
て
い
る
。

問　
村
の
調
査
に
当
該
業
者
は
志

戸
勘
地
区
内
に
移
動
と
答
え
、
県

へ
の
変
更
届
で
は
志
戸
勘
か
ら
名
瀬

に
移
動
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
「
提

出
書
類
を
再
調
査
し
て
確
認
し
た

い
」
と
答
弁
し
て
い
る
が

答　
村
は
同
じ
集
落
内
に
事
務
所

が
あ
り
奄
美
市
に
一
部
機
能
が
あ
っ

た
と
認
識
す
る
。
県
へ
の
確
認
で
は

変
更
届
出
書
の
提
出
の
際
、
事
務

の
一
部
を
奄
美
市
で
行
っ
て
お
り
奄

美
市
に
事
務
所
を
移
し
た
年
月
日

を
記
載
し
提
出
さ
せ
た
と
の
こ
と
。

確
認
を
怠
っ
て
お
り
お
詫
び
す
る
。

再
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
に
つ
い
て
調

査
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
。
県
は

名
瀬
に
、
本
村
は
志
戸
勘
に
営
業

所
が
あ
る
と
の
認
識
に
つ
い
て
、
県

に
再
度
確
認
し
た
い
。

問　
県
提
出
書
類
に
あ
る
株
主
(
故

人
や
株
主
の
覚
え
が
な
い
方
を
記

載
)
の
県
へ
の
確
認
に
つ
い
て
は

答　
申
請
件
数
が
多
い
こ
と
等
か
ら

全
内
容
を
確
認
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
。

問　
違
法
行
為
を
確
認
し
た
場
合

の
公
務
員
の
告
発
の
義
務
に
つ
い
て

「
県
の
判
断
を
待
ち
手
続
に
つ
い
て

確
認
」
と
答
弁
し
て
い
る
が

答　
県
へ
の
連
絡
に
よ
り
指
示
処
分

と
指
名
停
止
措
置
が
下
さ
れ
た
と

判
断
す
る
。

　
　

大
和
の
園
職
員
の

　
　
　

   　
処
遇
改
善
を
求
め
て

問　
以
前
の
質
疑
に
「
令
和
６
年

度
か
ら
夜
勤
手
当
の
拡
充
を
行
う
」

と
答
弁
し
て
い
る
が

答　
支
給
を
検
討
中
で
結
果
的
に

増
額
の
見
込
み
。

問　
独
自
で
更
な
る
処
遇
改
善
を

図
る
考
え
は

答　
令
和
６
年
度
の
介
護
報
酬
改

定
状
況
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
継

続
し
て
協
議
す
る
。

令
和
５
年

12
月

勝山議員　一般質問

Youtube▶ 令和５年第４回大和村議会定例会最終本会議 12/8 ③ 55:11 ～ 1:55:16

勝山議員　一般質問

YouTube▶ 令和 6 年第１回大和村議会定例会一般質問 3/13 ① 48:35 ～ 1:38:12:38:12
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国
立
公
園
ヒ
エ
ン
浜
沖
で
の

   

海
砂
採
取
中
止
を
求
め
て

問　

今
年
度
、
県
に
提
出
し
た
、

村
の
意
見
を
述
べ
る
た
め
の
副
申
書

の
内
容
を
具
体
的
に
示
し
て
い
た
だ

き
た
い

答 　
大
和
支
所
正
組
合
員
有
志
や

村
議
会
か
ら
中
止
を
求
め
る
要
望

書
等
が
村
に
提
出
さ
れ
て
い
る
の

で
、
引
き
続
き
採
取
海
域
の
地
形

調
査
や
海
砂
採
取
に
よ
る
環
境
へ
の

影
響
調
査
な
ど
要
望
し
た
。

　
(
産
業
振
興
課
長
)
以
前
、
新
た

な
採
取
地
の
選
定
調
査
を
県
に
要

望
し
た
事
に
つ
い
て
、
県
か
ら
意
見

は
な
い
。
県
に
確
認
し
た
結
果
を

漁
業
者
に
伝
え
る
事
は
当
然
な
の

で
情
報
共
有
し
た
い
。
県
に
地
元
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
形
で
の
調
査

が
で
き
な
い
か
要
望
し
た
い
。

関
係
機
関
に
採
取
量
削
減
と
採
取

地
分
散
化
を
継
続
的
に
要
望
す
る

と
の
以
前
の
答
弁
に
つ
い
て
、
Ｒ
４

年
度
は
行
っ
て
い
な
い
。
来
年
度
以

降
要
望
検
討
。

問　
前
回
の
質
問
に
対
し
、「
採
取

は
漁
民
の
考
え
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
、
我
々
は
意
見
を
聞
く
こ
と
を
再

度
約
束
し
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る

が
、
そ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
な
か

っ
た
の
は
な
ぜ
か

答 　
今
年
３
月
に
、
予
算
に
係
る

水
産
関
係
事
業
説
明
会
及
び
意
見

交
換
会
と
題
し
行
っ
た
。
海
砂
採

取
に
つ
い
て
、
多
く
の
漁
業
者
の
意

見
が
聞
け
る
よ
う
な
形
で
検
討
し

た
い
。

　　
建
設
業
法
違
反
の
疑
い
に

   

対
し
て
の
県
の
監
督
処
分
は

問　
昨
年
の
第
４
回
議
会
定
例
会

の
一
般
質
問
に
対
し
て
、「
１
業
者

に
お
い
て
建
設
業
許
可
証
に
あ
る
会

社
所
在
地
を
確
認
で
き
な
い
。
県

の
判
断
を
待
ち
た
い
」
と
答
弁
し
て

い
る
が
、
県
の
監
督
処
分
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か

答

９
月
５
日
付
け
で
指
示
処
分

改
善
再
発
防
止
と
あ
っ
た
。
所
在

地
が
適
正
に
改
善
さ
れ
る
ま
で
村

独
自
で
昨
年
12
月
27
日
か
ら
指
名

停
止
処
分
を
行
い
、
職
員
の
事
務

所
確
認
後
、
４
月
25
日
付
け
で
指

名
停
止
を
解
除
し
た
。

専
任
技
術
者
等
が
営
業
所
に
常
勤

で
き
な
か
っ
た
事
に
つ
い
て
、
情
報

を
得
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。
適
正
な

工
事
に
は
技
術
者
が
必
須
な
の
で

配
置
に
つ
い
て
定
期
的
に
確
認
し
な

が
ら
指
導
し
て
い
く
。

(
建
設
課
長

)
今
後
の
処
分
に
つ

い
て
、
村
が
関
係
す
る
も
の
で
は
な

い
。
県
の
処
分
が
最
後
か
ど
う
か
は

分
か
ら
な
い
。
村
の
聞
き
取
り
調
査

に
対
し
て
、
業
者
は
志
戸
勘
地
区

内
に
移
動
し
た
と
答
え
て
い
る
が
、

県
に
提
出
し
た
変
更
届
で
は
志
戸

勘
か
ら
名
瀬
に
変
更
し
て
い
る
事
に

つ
い
て
、
指
名
業
者
と
し
て
の
適
否

に
つ
い
て
の
確
認
は
必
要
だ
。
定
期

的
に
確
認
し
な
が
ら
今
後
対
応
し

て
い
く
。

県
へ
の
提
出
書
類
に
よ
る
再
調
査
に

つ
い
て
、
書
類
を
調
査
し
確
認
し
た

い
。

県
へ
の
提
出
書
類
か
ら
株
主
の
確
認

に
つ
い
て
、
県
と
話
を
し
て
い
き
た

い
。

  

オ
ス
プ
レ
イ
な
ど
米
軍
機
の

　

住
宅
地
上
空
で
の
飛
行
禁
止

　
を
求
め
て

問　

高
度
制
限
の
緩
和
に
よ
り
、

危
険
性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る

が
、
再
度
、
住
宅
地
上
空
で
の
飛

行
禁
止
を
求
め
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か

答　
奄
美
大
島
各
自
治
体
へ
の
情
報

収
集
と
あ
わ
せ
、
県
と
も
情
報
の

共
有
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
改

め
て
関
係
部
署
へ
の
働
き
掛
け
の
是

非
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

令
和
５
年

９
月
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令
和
６
年

３
月

　
　
子
ど
も
の
医
療
費

　
　
窓
口
支
払
い
、
負
担
ゼ
ロ
へ

問　
子
ど
も
の
医
療
費
が
無
料
化

し
て
い
る
と
言
い
ま
す
が
、
課
税
世

帯
は
一
旦
窓
口
支
払
い
を
し
た
あ

と
、
村
か
ら
の
還
付
さ
れ
る
状
況
。

課
税
、
非
課
税
世
帯
に
関
係
な
く
、

子
ど
も
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
を

ゼ
ロ
に
で
き
な
い
か

答　
現
物
支
給
が
で
き
る
よ
う
、
シ

ス
テ
ム
改
修
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。
対
象
年
齢
が
自
治
体
で
異
な

る
と
医
療
機
関
窓
口
で
混
乱
が
生

じ
る
た
め
、
調
整
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
　
集
落
長
屋
構
想
が
進
む
中

　
　
本
村
の
介
護
人
材
不
足
が

　
　
予
測
さ
れ
る
と
の
声
あ
り

問　
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か

答　
全
国
で
既
に
介
護
人
材
不
足

が
現
実
に
な
っ
て
い
る
中
、
本
村
の

集
落
長
屋
構
想
は
、
大
和
の
園
・

社
会
福
祉
協
議
会
を
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
体
系
へ
と
変
化
さ
せ
る
も
の
。

新
た
な
機
関
と
し
て
大
勢
の
人
材

を
募
集
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現

在
の
従
事
者
を
中
心
に
計
画
さ
れ

て
い
る
。

問　
計
画
地
が
急
傾
斜
地
に
か
か
っ

て
い
る
が
対
策
は
あ
る
の
か

答　
大
棚
の
候
補
地
は
福
祉
関
係

施
設
建
築
で
あ
り
特
に
厳
し
い
条

件
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

条
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
事
業
等
を

探
し
な
が
ら
別
の
場
所
の
選
定
も

行
っ
て
い
る
。
安
全
配
所
、
地
域
住

民
の
交
流
拠
点
に
な
る
よ
う
慎
重

に
進
め
て
い
る
。

令
和
５
年

９
月

　
　
　
避
難
所
に
つ
い
て

問　
避
難
所
の
職
員
等
の
配
置
は

答　
各
集
落
公
民
館
と
学
校
施
設

等
26
カ
所
を
避
難
所
に
指
定
し
て

い
る
。
各
集
落
公
民
館
へ
は
消
防
団

員
が
、
各
学
校
の
避
難
所
へ
は
職
員

が
配
置
さ
れ
る
。

問　
非
常
食
を
誰
に
要
求
す
れ
ば
い

い
の
か

答　
避
難
所
運
営
に
あ
た
る
消
防

団
員
及
び
職
員
が
対
応
し
て
い
る
。

避
難
を
す
る
際
に
は
各
自
で
可
能

な
限
り
一
食
程
度
で
も
持
参
す
る

よ
う
、
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　　
台
風
後
の
電
話
の
故
障
対
応

問　
台
風
６
号
通
過
後
、
電
話
が

故
障
し
、
困
っ
て
い
る
村
民
が
い
る
。

電
話
会
社
へ
問
い
合
わ
せ
を
し
て
も

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
お
年
寄
り
に

は
難
し
い
。
役
場
ま
た
は
大
島
郡

市
町
村
要
望
と
し
て
、
相
談
窓
口

な
い
し
ガ
イ
ダ
ン
ス
補
助
が
で
き
る

機
能
を
も
た
せ
ら
れ
な
い
か

答　
役
場
が
電
話
会
社
の
代
行
を

担
う
こ
と
は
難
し
い
。
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
補
助
は
、
ま
ず
は
身
内
の
方

や
近
く
の
民
生
委
員
等
に
相
談
し
、

代
理
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
で
も
困
難
な
場
合
に
は
役
場

で
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　　
公
有
地
の
借
地
営
業
の
実
態

問　
現
在
村
の
土
地
を
２
世
帯
の
村

民
が
借
り
て
い
る
。
何
年
契
約
か

答　
村
の
観
光
振
興
に
寄
与
す
る

も
の
と
し
て
、
大
和
村
公
有
財
産

規
則
に
基
づ
き
一
企
業
と
５
年
間
の

借
地
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

問　
本
人
た
ち
が
希
望
す
れ
ば
売

却
と
か
は
出
来
る
の
か

答　
一
個
人
へ
の
売
買
で
は
な
く
、

村
の
振
興
発
展
に
繋
が
る
も
の
と

判
断
す
る
う
え
で
該
当
す
る
企
業
、

法
人
、
団
体
と
十
分
な
協
議
を
進

め
る
中
で
検
討
を
行
い
、
判
断
を

す
る
こ
と
に
な
る
。

中井　文忠  議員

令
和
６
年

３
月

令
和
５
年

９
月

勝山議員　一般質問

YouTube▶ 令和５年第３回大和村議会定例会一般質問９/12 ② 0:05 ～ 1:00:43YouTube▶ 令和 5 年第３回大和村議会定例会一般質問 9/12 ① 44:50 ～ 1:28:25
YouTube▶ 令和 6 年第１回大和村議会定例会一般質問 3/13 ② 0:16 ～ 29:15
中井議員　一般質問
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予 算 審 査

  
新
年
度
予
算
審
査

　

新
年
度
予
算
は
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
(
６
件

)、
公
営

企
業
会
計
(
２
件

)
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
審
査
の
内
容
は
、
現

地
調
査
及
び
担
当
課
へ
の
質
疑
に

て
、
次
の
よ
う
に
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ど
の
会
計
に
お
い
て

も
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

全
会
計
と
も
に
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
委
員
長
報
告
及
び

意
見
書
と
し
て
、
当
局
に
提
出
し

ま
し
た
。

　
審
査
日
程

　

・　
３
月
６
日　
現
地
調
査

　

・　
３
月
14
～
15
日　
審
査

　　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　　　　
委　
員　
長　
前
田　
清
和

　　　　
副
委
員
長　
市
田　
実
孝

現現    

地地    

調調    

査査

思
勝
１
号
線
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置

大
棚
小
学
校
排
水
対
策

遊
具
設
置

戸
円
消
防
車
庫　
建
て
替
え

生
活
道
路
対
策
エ
リ
ア
(
名
音
)、

定
住
促
進
住
宅

※
生
活
道
路
対
策
エ
リ
ア
は
国
直
地
区

と
名
音
地
区
の
予
算
が
つ
い
て
い
ま
す
。

       

主
な
質
問

主
な
質
問

一一 

般　
会　
計

般　
会　
計

ジ
ビ
エ
加
工
品
の
開
発
の
状
況
は

　
(
産
業
振
興
課

)
食
肉
処
理
施

設
の
場
所
は
大
棚
加
工
所
を
考
え

て
い
る
が
全
事
業
は
確
定
し
て
い
な

い
。
基
準
が
厳
し
い
た
め
今
後
先
進

地
視
察
や
県
等
に
も
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

水
産
物
の
商
品
開
発
の
状
況
は

　
(
産
業
振
興
課

)
加
工
専
門
家
、

大
島
支
庁
、
担
当
課
と
協
議
を
進

め
な
が
ら
、
地
元
で
採
れ
る
も
の
な

ど
を
活
用
し
て
商
品
化
し
て
い
き
た

い
。

　 予 算 審 査
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子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
の
内
容

　
(
保
健
福
祉
課

)
構
成
員
は
、
学

識
経
験
者
、
小
学
生
・
未
就
学
児

の
保
護
者
、
担
当
職
員
で
、
特
に

学
識
経
験
者
も
教
育
に
重
き
を
置

く
委
員
と
考
え
て
い
る
。

土
曜
保
育
、
延
長
保
育
等
は
、
利

用
の
し
や
す
い
よ
う
に
改
善
を

　
(
保
健
福
祉
課

)
へ
き
地
保
育
所

は
、
元
々
土
曜
日
は
開
園
で
は
な

く
、
子
ど
も
を
預
け
る
た
め
に
は
、

そ
の
理
由
が
必
要
と
な
る
。
理
由

が
あ
れ
ば
対
応
し
て
お
り
、
保
育

所
は
必
要
性
に
応
じ
て
開
園
し
て
い

る
。

地
場
産
野
菜
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
学
校
給
食
を

　
(
教
育
委
員
会

)
地
場
産
野
菜

は
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
野
菜
は
仕
入
れ
て
い
な
い
。
今

後
、
産
業
振
興
課
と
連
携
し
な
が

ら
、
無
農
薬
、
有
機
栽
培
等
取
り

入
れ
て
い
け
る
よ
う
進
め
た
い
。

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
チ
ク
育
成
場
の
管
理

体
制
に
疑
問

　
(
教
育
委
員
会
)
今
後
、
計
画
的

管
理
が
出
来
る
よ
う
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
た
い
。

自
主
防
災
組
織
の
確
立
を

　
(
総
務
課

)
令
和
５
年
に
個
別

避
難
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
出

来
た
が
、
個
別
避
難
に
は
家
族
の

同
意
も
必
要
に
な
る
た
め
、
行
政

主
導
で
は
出
来
な
い
部
分
も
あ
る
。

今
後
は
自
主
防
災
組
織
、
保
健
福

祉
課
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
を
交
え
た
避

難
計
画
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

避
難
場
所
(
山

)
に
簡
易
ト
イ
レ

等
の
設
置
を
要
望

　
(
総
務
課

)
各
集
落
区
長
と
も
話

し
合
い
を
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

 

特特 

別別 

会会 

計計

    

・
公
・
公 

営営 

企企 

業業 

会会 

計計

訪
問
介
護
の
事
業
所
、
利
用
者
の

現
状
に
つ
い
て

　
(
介
護
保
険
特
別
会
計

　　　　　　　　　　　　
／
保
健
福
祉
課
)

事
業
所
は
大
和
村
社
会
福
祉
協
議

会
で
あ
る
が
、
利
用
希
望
で
奄
美

市
の
事
業
者
を
希
望
す
る
方
は
利

用
者
の
希
望
ど
お
り
と
し
て
い
る
。

利
用
人
数
は
２５
名
。

集
落
長
屋
構
想
が
進
む
と
大
和
の

園
は
規
模
縮
小
と
な
る
の
か

　
(
大
和
の
園
特
別
会
計

　　　　　　　　　　　　　
／
大
和
の
園
)　

　

現
在
定
員
割
れ
を
し
て
い
る
。
実

情
に
合
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
変
え

て
い
く
。

西
部
地
区
の
集
落
排
水
処
理
施
設

に
つ
い
て

　
(
集
落
排
水
事
業
会
計

　　　　　　　　　　　　　
／
住
民
税
務
課
)

　

排
水
処
理
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り

修
繕
費
、
管
理
費
の
増
額
が
見
込

ま
れ
る
。
現
在
の
処
理
場
１
カ
所

よ
り
、
各
集
落
に
大
型
浄
化
槽
を

設
置
す
る
こ
と
で
経
費
削
減
に
も
つ

な
が
る
。

錆びて柱が宙に浮いています校庭の地盤改良を行い、 遊具も新しくします

戸円の消防車庫が古く爆裂がみられます集落内の暗渠を大きくし、 水はけを良くします
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予 算 審 査

令和 6 年度予算審査意見書

１． 大和浜集落内の道路の沈下及び集落排水のマンホール内に砂利等の異物が入っ

　　ていることの対策を図っていただきたい。

２． 名音漁港再整備事業で整備する施設等については利用規程を設け、 適正な利用

　　となるよう努めていただきたい。

３． 認定こども園の策定委員会では、 施設のスペースや幼児教育に精通した人材を

　　登用していただきたい。

４． まほろば館における地場産品拡大を図っていただきたい。

５． コーヒー栽培管理を徹底して成功につなげるようにしていただきたい。

６． ジビエ加工品の研修を行い、 加工施設の整備を進めていただきたい。

７． アマミノクロウサギ飼育展示施設については、 人材確保に努める他、 環境省との

　　連携を強化していただきたい。

　以上、 地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出致します。

　令和６年３月２１日

　　　大和村長　伊集院　幼　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大和村議会議長　奥田　忠廣
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一般会計　内訳一般会計　内訳

歳　出歳　出

3535億億60666066万円万円

総務費 22％総務費 22％

7億7,459万円7億7,459万円

民生費 15％民生費 15％

5億3,397万円5億3,397万円

衛生費 9％衛生費 9％

3億3,506万円3億3,506万円

農林水産費 4％農林水産費 4％

1億5,838万円1億5,838万円

土木費 17％土木費 17％

5億9,329万円5億9,329万円

消防費 8％ 2億7,681万円消防費 8％ 2億7,681万円

教育費 8％ 2億8,971万円教育費 8％ 2億8,971万円

公債費 10％公債費 10％

3億5,964万円3億5,964万円

その他 7％ 2億3,921万円その他 7％ 2億3,921万円

令和６年度当初予算編成

歳　入歳　入
3535億億60666066万円万円

依
存

財
源

依
存

財
源

地方交付税 46％地方交付税 46％

16億3,474万円16億3,474万円

自
主

財
源

自
主

財
源

国庫支出金 14％国庫支出金 14％

5億1,428万円5億1,428万円

県支出金 6％県支出金 6％

1億9,896万円1億9,896万円

村債 13％村債 13％

4億5,150万円4億5,150万円

その他依存財源その他依存財源

2％ 6,974万円2％ 6,974万円

村税村税

3％ 9,789万円3％ 9,789万円

繰入金 11％繰入金 11％

 4億124万円 4億124万円

諸収入 3％ 9,965万円諸収入 3％ 9,965万円

その他自主財源その他自主財源

2％ 9,266万円2％ 9,266万円

依存財源とは、

国や県、 借入

金に頼るお金

自主財源とは、

村が集めるお金

※簡易水道事業と集落排水事業は、 令和５年度まで特別会計でしたが、 令和６年度から公営企業会計に変わりました。
表中この 2 つの事業の当初予算額は支出の合計を掲載しています。

令
和
６
年
度
予
算
審
査
意
見
の
提
出

　
令
和
６
年
度
予
算
審
査
の
結
果
、
村
議
会
と
し
て
の
意
見
を
集
約
し
、
次
の
と
お
り
議
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
。

予 算 審 査
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第１回定例会は３月５日から３月 21 日までの日程で開かれ、 総額 35 億 6,066 万円４千

円の令和６年度一般会計 ・ 各特別会計予算等を含む予算が 16 件、 条例改正 11 件、 計画

変更等 3 件、 同意案件 1 件の計 31 件が上程され、 いずれも原案どおり可決されました。

令和６年第１回定例会（３月議会）　主な内容令和６年第１回定例会（３月議会）　主な内容

定　例　会

第４回定例会は 12 月 4 日から 12 月 8 日までの日程で開かれ、 一般会計 ・ 各特別会計の補

正予算や条例改正などの専決処分が 10 件、 補正予算 8 件、 条例改正 6 件、 同意案件３件が

上程され、 いずれも原案どおり可決されました。

令和５年第４回定例会（12月議会）　主な内容令和５年第４回定例会（12月議会）　主な内容
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定　例　会

勤
勉
手
当
の
引
上
げ

人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
村
長
等
特
別

職
を
は
じ
め
、
職
員
や
会
計
年
度
任
用

職
員
の
勤
勉
手
当
が
年
間
0.1
か
月
分
増

額
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
反
対
討
論
が
あ
り
「
村
民
目

線
、
村
民
感
情
と
の
乖
離
が
大
き
い
。
コ

ロ
ナ
後
の
物
価
高
、
観
光
業
支
援
、
会
計

年
度
の
処
遇
改
善
等
使
う
お
金
が
増
す

中
、
特
別
職
の
手
当
引
上
げ
は
見
直
す
、

ま
た
は
取
り
下
げ
る
べ
き
。」
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
賛
成
討
論
と
し
て
「
国

内
情
勢
全
般
を
見
て
人
事
院
が
判
断
し

た
も
の
。
給
料
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
か
ら
波

及
し
て
経
済
を
動
か
し
て
ほ
し
い
。」
と

の
意
見
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

人
事
院
勧
告
と
は
、
情
勢
に
よ
っ
て
変

動
す
る
民
間
企
業
の
収
入
な
ど
に
合
わ
せ

て
、
公
務
員
の
処
遇
(
給
与
や
手
当
等
)

を
改
善
す
る
も
の
で
、
情
勢
が
悪
け
れ
ば

減
額
、
良
く
な
れ
ば
増
額
さ
れ
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

選
任

　

大
和
村
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

は
、
定
数
が
３
名
、
任
期
が
３
年
で
す
。

今
回
は
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
と
な
り

ま
し
た
。　
※
い
ず
れ
も
再
任

　
中
原　
文
雄　
さ
ん
(
大
和
浜
)

　
川
下　
吉
光　
さ
ん
(
大
棚
)

　
坂
元　
龍
馬　
さ
ん
(
戸
円
)

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
と
は
、
土
地

や
家
屋
の
評
価
に
対
し
異
議
申
し
立
て
が

あ
る
場
合
、
こ
の
審
査
会
が
開
か
れ
審
査

さ
れ
ま
す
。
村
と
は
独
立
し
た
中
立
的
・

専
門
的
な
立
場
で
意
見
し
ま
す
。

　

村
内
で
審
査
会
が
開
か
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
土
地
・
家
屋
の
評
価
や
、

固
定
資
産
税
に
関
す
る
相
談
や
お
問
い
合

わ
せ
に
対
し
、
職
員
か
ら
の
説
明
で
ご
理

解
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

介
護
手
当

　

別
居
者
へ
も
支
給
拡
充

　

在
宅
要
介
護
者
を
介
護
し
て
い
る
方
へ
、

そ
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
在
宅
福
祉
の
増
進

に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
と
手
当
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
同
居
し
て
い
る
介
護
者
が

対
象
で
し
た
が
、
核
家
族
化
、
生
計
分
離

の
進
行
な
ど
、
同
居
し
て
い
な
く
て
も
日
常

的
に
介
護
を
行
っ
て
い
る
方
が
増
え
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
別
居
で
介
護
を
行
っ
て
い

る
方
も
介
護
手
当
が
支
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

大
和
村
監
査
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

　

議
会
選
出
区
分
の
監
査
委
員
が
、
宮
田

到
議
員
が
辞
任
し
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た

に
藏　

正
議
員
が
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
和
村
会
計
年
度
任
用
職
員
に

勤
勉
手
当
を
支
給

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
、
新
た
に
勤
勉

手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

議
会
で
も
以
前
か
ら
、
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
収
入
を
目
指
し
、
処
遇
改
善

を
図
る
よ
う
意
見
を
述
べ
て
い
ま
す
。
今

で
は
、
職
員
組
合
へ
の
加
入
等
、
手
当
や

福
利
が
手
厚
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

大
和
村
消
防
団
員
の
手
当
、
改
善
！　

団
員
が
増
え
る
こ
と
に
期
待

　

避
難
所
に
派
遣
さ
れ
る
消
防
団
員
は
１

回
に
つ
き
８
千
円
で
し
た
が
、
数
日
間
に

渡
る
避
難
指
示
等
の
場
合
、
７
時
間
45

分
毎
に
８
千
円
づ
つ
加
算
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
(
一
例

)。
こ
こ
数
年
の
災

害
で
避
難
指
示
等
が
多
発
ま
た
、
長
期

化
す
る
こ
と
も
あ
り
、
消
防
団
員
の
処

遇
改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
消

防
団
員
は
49
／
52
名
の
登
録
と
な
っ
て
い

る
。
定
員
割
れ
、
ま
た
は
現
団
員
に
役

場
職
員
も
含
ま
れ
る
こ
と
、
平
均
年
齢

が
高
い
こ
と
な
ど
、
議
会
と
し
て
も
懸
念

し
て
お
り
、
こ
の
処
遇
改
善
に
伴
い
団
員

が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
大
和
村
介
護
保
険
料
の
現
状

　

法
の
改
正
に
よ
り
保
険
料
が
変
わ
り
ま

し
た
。
一
部
、増
額
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

大
和
村
で
は
基
金
を
取
り
崩
し
な
が
ら

大
幅
な
増
額
を
抑
え
、
議
員
も
村
内
の

保
険
に
関
す
る
会
の
委
員
に
な
り
、
役
場

や
村
民
と
一
緒
に
話
し
合
い
な
が
ら
、
出

来
る
だ
け
被
保
険
者
の
負
担
が
軽
く
な

る
よ
う
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議選監査委員
藏　　正  議員

介護保険料は所得によって
13 段階に分かれます

基準額
5,900 円
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決　算　審　査

令
和
４
年
度
決
算
審
査

  

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
令
和
４
年
度
大
和
村
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
及
び
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
(
７
件

)
の
計
８

件
の
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
認

定
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

　　

こ
の
結
果
は
、
委
員
長
報
告
及

び
意
見
書
と
し
て
、
当
局
に
提
出
い

た
し
ま
す
。

　
審
査
日
程

　

・　
９
月
５
日　
現
地
調
査

　

・　
９
月
13
～
14
日　
審
査

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　　　　
委　
員　
長　
前
田　
清
和

　　　　
副
委
員
長　
市
田　
実
孝

     
     

現　
地　
調　
査

現　
地　
調　
査

村
道
大
和
浜
大
棚
線
補
修
工
事

　

村
内
外
か
ら
の
温
泉
客
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
大
和
ま
ほ
ろ
ば
館
側

の
道
路
が
一
部
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
継
続
し
、
順
次
改
修
予
定
。

湯
湾
釜
分
校
指
定
避
難
所
改
修
工

事
　

避
難
所
指
定
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

雨
戸
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、

校
庭
脇
の
倉
庫
を
取
り
壊
し
、
発

電
機
室
を
作
り
ま
し
た
。
停
電
の

際
の
自
家
発
電
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

名
音
小
学
校
体
育
館
改
修
工
事

　
名
音
小
学
校
の
体
育
館
の
屋
根
を

張
替
え
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
ト

イ
レ
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
る
な
ど
、

使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

水
産
加
工
施
設
(
津
名
久
)

　
加
工
業
者
や
漁
業
者
以
外
に
も
広

く
一
般
利
用
を
促
し
た
い
。

第３回定例会は９月 4 日から 9 月 22 日までの日程で開かれ、 一般会計 ・ 各特別会計の補正

予算や条例改正などの専決処分が２件、 補正予算など 8 件、 決算８件、 規約変更１件、 計画変

更１件、 諮問１件（ 人権擁護委員 ）、 条例２件が上程され、 いずれも原案のとおり可決されました。

令和５年第３回定例会（９月議会）　主な内容令和５年第３回定例会（９月議会）　主な内容

定　例　会

一
般
会
計
補
正
予
算

今
里
教
員
住
宅
解
体
工
事
に

１
千
5 0
万
円
増

築
44
年
に
な
る
今
里
の
教
員
住
宅
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
ひ
び
割
れ
、
建
物

を
支
え
る
鉄
筋
の
錆
び
等
に
よ
る
安
全
性

も
確
保
で
き
な
い
事
か
ら
、
解
体
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
跡
地
に
つ
い
て
は
計

画
的
に
住
宅
等
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

　
議
会
と
し
て
は
、
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、

役
場
関
係
職
員
も
含
め
満
遍
な
く
集
落

に
住
ん
で
ほ
し
い
意
向
を
伝
え
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

消
防
費
に
8 2 7
万
８
千
円
増

　

８
月
に
発
生
し
た
台
風
６
号
の
影
響
に

よ
る
、
災
害
対
策
や
防
災
に
関
す
る
予

算
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
消
防

団
の
賃
金
も
含
ま
れ
ま
す
。
議
会
か
ら
は
、

消
防
団
の
活
動
時
間
が
昼
夜
を
問
わ
ず

長
時
間
に
及
ぶ
こ
と
、
危
険
が
伴
う
こ
と

等
か
ら
、
地
域
を
守
る
消
防
団
員
へ
の
待

遇
の
改
善
を
求
め
る
意
見
を
挙
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
避
難
所
の
設
備
や
備
蓄
品
等
の

管
理
体
制
や
運
用
に
つ
い
て
も
充
実
化
を

図
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

村
と
し
て
は
、
自
主
防
災
組
織
の
在
り

方
に
つ
い
て
再
度
見
直
し
を
図
り
た
い
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

簡
易
簡
易
水
道
・
集
落
排
事
業
に

公
営
公
営
企
業
会
計
の
適
用

　

こ
れ
ま
で
、
村
の
特
別
会
計
で
運
営
し

て
い
た
簡
易
水
道
及
び
集
落
排
水
事
業
が

令
和
６
年
度
か
ら
会
計
方
式
が
変
わ
り
ま

す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
補
助

金
扱
い
と
し
、
複
式
簿
記
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
運
営
の
詳
細
を
明
確
に
す
る
事
が

目
的
で
す
。

　

基
本
的
な
運
用
は
今
ま
で
と
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
事
業
収
入
を
財
源
と
し
、
独

立
採
算
型
の
会
計
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
こ

で
懸
念
さ
れ
る
の
が
、
赤
字
運
営
と
な
っ

た
場
合
の
水
道
料
金
の
増
額
改
定
で
す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
村
民
に
無
理
を
強
い

る
こ
と
な
く
適
切
な
運
用
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

　

大
和
村
は
湧
き
水
や
地
下
水
が
き
れ
い

で
豊
富
な
地
域
で
す
。
改
め
て
村
民
一

人
ひ
と
り
が
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
「
限

り
あ
る
水
資
源
」
の
適
正
使
用
に
心
が
け

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。



決　算　審　査

令和４年度決算審査意見書

１． 令和４年度の補正予算額が６億９千９７４万７千円と多額であったため最終予算

　総額が大きく膨らんでいる。 当初予算編成時では見積もりができない地方創生臨

　時交付金やアマミノクロウサギ研究飼育施設整備費の増額、 また歳入の過大見積を

　避けることは理解出来るが、 歳出の経常的経費など、 あらかじめ補正予算が見込ま

　れるものは当初予算時に確保し、 今後余裕をもった財政運営に努めていただきたい。

２． 収入未済額対策では担当課の努力に敬意を表するが、 収入未済額が増えている奨学金

　などを含め、 今後とも徴収対策に努めていただきたい。

３． 人口減少に少しでも歯止めをかけるため、 村営住宅整備を促進してもらう他、 併せて住　

　宅周辺の環境整備対策などにも取り組んでもらいたい。

４． 人口減少が進んでいるなか消防団員の確保も厳しくなっていると思われる。 しかし近年

　災害が増えているため、 消防団員の役割は非常に大きなものになっている。 団員確保のた

　めに報酬や手当の増額の検討や女性消防団員を増やす取り組みなど行っていただきたい。

５． 災害時に被災された方々に対する見舞金制度など、 他の自治体の取り組みを参考に検　

　討していただきたい。

６． 高齢化社会のなか介護人材の確保は必須である。 大和の園の介護職へ夜勤手当の創　

　設など処遇改善を図り、 介護人材を確保する方策を検討していただきたい。

　以上、 地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出致します。

　令和５年９月２２日

　大和村長　伊集院　幼　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大和村議会議長　奥田　忠廣

令
和
４
年
度
決
算
審
査
意
見
の
提
出

　
令
和
４
年
度
決
算
審
査
の
結
果
、
村
議
会
と
し
て
の
意
見
を
集
約
し
、
次
の
と
お
り
議
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
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決　算　審　査

       
主
な
質
問

主
な
質
問

     
     

一一 

般般 

会会 
計計

消
防
団
員
の
手
当
は
妥
当
か

(
総
務
課

)
手
当
に
つ
い
て
は
報

酬
な
ど
と
は
違
う
考
え
方
で
あ
り
、

団
員
確
保
と
い
う
観
点
で
あ
れ
ば
、

年
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
研
究
飼
育
施

設
整
備
事
業
の
商
品
開
発
支
援
業

務
の
成
果
は

　
(
企
画
観
光
課
)
村
内
７
事
業
者
、

奄
美
市
１
事
業
者
、
島
外
２
事
業

者
の
６０
品
目
の
商
品
開
発
が
さ
れ

て
お
り
、
奄
美
市
住
用
町
の
遺
産

セ
ン
タ
ー
で
３
日
間
プ
レ
販
売
会
を

行
っ
た
。
来
場
者
の
意
見
を
商
品

改
良
に
活
か
し
、
施
設
オ
ー
プ
ン
時

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
と
な
れ
ば
。

大
和
村
集
落
ま
る
ご
と
体
験
事
業

の
集
落
看
板
と
は

　
(
企
画
観
光
課

)
観
光
客
に
各
集

落
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
道
案
内

の
他
、
集
落
内
の
景
観
地
等
も
案

内
し
て
い
る
。

ハ
ブ
の
捕
獲
数
の
推
移

　
(
住
民
税
務
課

)
ハ
ブ
を
捕
獲
す

る
方
の
大
和
村
へ
の
転
出
入
な
ど
個

人
的
な
関
係
で
令
和
４
年
度
は
捕

獲
数
が
令
和
２
・
３
年
度
と
比
べ
て

減
少
し
た
。

村
で
出
来
る
温
暖
化
対
策
と
は

　
(
住
民
税
務
課

)
太
陽
光
や
風
力

な
ど
の
発
電
の
可
能
性
調
査
を
行
っ

た
。
庁
舎
屋
上
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
補
助
電
源
等
に
利
用
で
き

な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
購
入
目
的
は

　
(
産
業
振
興
課

)
肥
料
価
格
が
高

騰
し
た
た
め
土
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
い
る
。

ま
ほ
ろ
ば
水
と
森
公
園
再
整
備
委

託
業
務
で
植
物
を
紹
介
す
る
取
り

組
み
が
で
き
な
い
か

　
(
産
業
振
興
課

)
公
園
内
の
植
物

を
紹
介
す
る
看
板
設
置
を
委
託
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

急
務
‼
名
音
地
区
の
冠
水
対
策

　
(
建
設
課

)
集
落
内
で
冠
水
が
起

き
た
場
所
を
確
認
し
な
が
ら
対
策

を
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
助
成
事
業

の
利
用
者
が
限
定
さ
れ
て
き
た
と

感
じ
ら
れ
る
が

　
(
保
健
福
祉
課

)
外
出
・
健
康
づ

く
り
が
目
的
の
事
業
で
今
後
ア
プ

リ
の
併
用
も
考
え
て
い
る
。

奨
学
金
の
滞
納
額
が
増
え
て
い
る

現
状
を
ど
う
解
決
す
る
の
か

　
(
教
育
委
員
会

)
電
話
連
絡
や
来

庁
面
談
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
戸

別
訪
問
を
行
っ
た
り
、
返
済
者
(
子

ど
も
か
保
護
者
か
)
な
ど
も
話
し

合
っ
て
納
付
を
促
し
た
い
。

      
      

特特 

別別 

会会 

計計

公
営
企
業
会
計
適
用
後
の
料
金
徴

収
や
使
用
料
に
こ
れ
ま
で
と
の
違
い

が
出
て
く
る
の
か

　
(
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　　　　　　　　　　　　　
／
住
民
税
務
課
)

公
営
企
業
法
で
は
現
在
あ
る
出
納

整
理
期
間
が
な
く
な
る
た
め
、
３

月
ま
で
に
徴
収
し
な
い
と
翌
年
度
へ

の
未
収
金
と
計
上
さ
れ
る
。
料
金

は
改
定
す
る
こ
と
も
今
後
予
想
さ

れ
る
。
改
定
の
際
に
は
丁
寧
に
説

明
を
す
る
。

１
人
あ
た
り
の
保
険
給
付
費
が
減

少
し
て
い
る
理
由
は
何
か

　
(
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　　　　　　　　　　　　　
／
保
険
福
祉
課
)

医
療
費
に
つ
い
て
は
令
和
４
年
度
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
病
院
へ
行
く
回
数

が
減
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
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所管事務調査
熊本県上天草市に行き、 地域おこし
協力隊の明瀬智博さんに会い、 釣り
体験やビーチクリーンなどの海の活動
の話を伺いました。
同じ鹿児島県の離島で地域を盛り上
げている薩摩川内市甑島の山下賢太
さん（ 東シナ海の小さな島ブランド株
式会社 ） にお会いして、 若くして地
域に根差した活動をされている熱意と
活動内容を教えていただきました。

県知事との意見交換会
鹿児島市にて、 奄美群島 12 の市町村
議会が集い、 県知事に直接要望を伝え
ました。 大和村は、「 戸円～大金久間の
トンネル開通の早期実現を」 の要望を
出しました。 県道があるとはいえ、 台風
や大雨の度に土砂崩れが起き、 県道が
塞がれ、 ここ数年は片道通行が続いて
います。 その状況を切に伝え、 災害に
強い地域を作るため、 少しでも早くトン
ネル開通を目指し計画に盛り込んでほし
いと強く要望しました。

元野　吉八郎さん
代表監査委員　全国表彰

大和村の代表監査委員を努める
元野　吉八郎さんが、 勤続７年を
迎え、 全国町村監査員委員協議
会から表彰されました。

南部議員大会
大和村防災センターにて第 42 回大島本島南部町村議会議員大会 ・ 研修会が行われました。
南部議会連絡会は、 瀬戸内町 ・ 宇検村 ・ 大和村の３町村から成り、 奄美大島の南部地域の
振興発展のための活動をしています。
大会では、 県選出の国会議員と大島郡選出及び３町村出身の県議を迎え、 各地域の抱えてい
る課題を伝え、 県議から回答をいただきました。
大和村の課題は「 地方主要道名瀬瀬戸内線の大金久～戸円間トンネルの早期実現について」
大和村議会総務建設常任委員長の前田　清和議員が提案理由を述べました。
本会から、 コロナの影響で取り止めていた懇親会を再開し、 ３地域の議員をはじめ、 国会議員、
県議の皆様とも交流が深まりました。 国 ・ 県 ・ 地方が一丸となって課題解決へ向けて、 進んで
いこうと意識の統一がなされました。
大和村からのおもてなしとして、 昼食にトン汁を、 懇親会にシシ汁を手作りしました。 また、 スモ
モやタンカンを使ったお茶菓子などが出されました。
懇親会では、 重信議員が歌のご披露、 地元から、 舞踊、 フラダンス、 島唄（ アレンジ） で大
会を盛り上げました。

合同金婚式
4 年ぶりに合同金婚式が行われました。 昭和 48 年にご結婚された 5 組のご夫婦がご出席くだ
さいました。 村議の中井ご夫妻もその中の 1 組。 半世紀を夫婦ともに健康でいられることはたい
へん素晴らしいことです。 いつまでも家族が寄り添い健康に過ごされることを願っています。

                                                                                         

「自然と共生し、
安心して
住みよい村づくり」
を目指して！

活 動 報 告
要望書の提出、 研修会、 村の行事などを通じて

村の礎になれるよう日々活動を続けています。

R5.11.20
   ～ 23

R5.10.16

R5.10.24

R6.1.24

R5.12.13
大安

R6.2.6

宮田　到議員
議員勤続 35 年　国から感謝状
東京都で開催された市町村議会議員
総務大臣感謝状贈呈式において、 議員
勤続 35 年の感謝状が贈呈されました。
村議会議員では、 現議長の奥田議員
に続き２番目の授与。 　　

3131

中井議員ご夫婦
おめでとうございます

中井議員ご夫婦中井議員ご夫婦
おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます
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編集委員会

委
員
長  　
藏　　　   

正

委　　
員　　
重
信　
安
男

　
〃　　　　
　
前
田　
清
和

　
〃　　　　
　
市
田　
実
孝      

　
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

　

議
会
の
広
報
活
動
こ
そ
が
、
議
会

と
住
民
と
の
懸
け
橋
で
あ
る
と
申
し

上
げ
な
が
ら
、
こ
の
度
、
３
期
分
を

ま
と
め
て
の
発
刊
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
事
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

出
来
る
だ
け
多
く
の
皆
様
に
少
し

で
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、

事
務
局
と
編
集
委
員
の
方
々
と
研

鑽
を
重
ね
て
、
見
や
す
く
読
み
や
す

い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
作
っ
て
き
た
つ

も
り
で
す
。
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
下

さ
る
読
者
が
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
指
摘
や
ご
意
見
を
掲

載
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
内
容
の
濃
い

広
報
誌
に
な
り
ま
す
。

　

皆
様
が
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を

手
に
し
て
い
る
こ
ろ
に
は
、
令
和
２
年

度
よ
り
４
年
間
関
わ
っ
た
編
集
委
員

の
顔
ぶ
れ
も
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
村
民
に
慕
わ
れ
る
広
報

誌
づ
く
り
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
引
き

編　

集　

後　

記

継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
共
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
４
年
間
ご
愛

読
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　　

　　　　　　　
編
集
委
員
長　　
藏　　
正

令 和 5 年 度 第 11 回 　 子 ど も 議 会
大和村４校の各小学校から議長（ 名音小６　福原　優衣さん ） を含む 11 名の子ども議員
が、 地域や学校の整備、 災害避難等について提言しました。 活動の趣旨は、 行政や議
会を体験することで、 仕組みを理解し、 村政への関心を高め、 主体性を持ってまちづくり
に取り組んでいけるように、 とのことです。

写真左から　　※敬称略、 学年は子ども議会当日
勝幸盟（ 名 6 ）、 福本秀太（ 今 5 ）、 直島彩音伽（ 大和 6 ）、 福永海斗（ 今 5 ）、 福原優衣（ 名 6 
）、 重村琉音（ 名 6 ）、 永田愛奈（ 大和 6 ）、 郁島沙世（ 大和 6 ）、 上野真宗（ 名 6 ）、 徳雷汰（ 大
棚 5 ）、 當礁太（ 名 6 ）　　

R5.8.15


